
  

  

わたしのまちの福祉プラン 

久礼田地区社会福祉協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久礼田地区地域福祉活動計画は、地域に住む皆さんが 

地域で安心して暮らし続けられるために、 

「住んでよかったと思える 笑顔あふれるみんなの久礼田」という

基本目標を立て、地域全体として取り組むこと、住民のひとり一人

取り組めることを計画的に推進するために策定をしました。 

地域の福祉活動は南国市内で統一してできるものではありませ

ん。地域の実情によって、取り組みは変わってきます。久礼田地区に

合わせた継続性のある福祉活動の展開を図るためにも、ぜひ地域 

みんなで取り組んでいきましょう。 

 

１ ２ 

☆久礼田地区について☆ 

久礼田地区

久礼田地区は、領石・植野・久礼田・植田の４つの地域があり、各地では城跡

や神社、古墳などの史跡・史実が数多く残されています。中でも長宗我部氏の

流れをくむ久礼田氏歴代の久礼田城、土佐一条家と関わりのある久礼田御所

がよく知られています。 

また、久礼田を流れる領石川の「蛍ヶ丘」から上流はホタルが生息します。 

澄んだ水と豊かな自然、そして夕暮れから無数のホタルが乱舞する光景は、美

しく幻想的です。 

参考：南国市観光協会（https://www.nankoku-kankou.jp） 

 



私たち久
礼田地区が目指す地域

住民の皆さんが思う地域の良いところ・誇れるところ 

〇 会えば必ずあいさつができる 

〇 各年度の常会長さん、個人差はあるが組織でしっかりできていると思う 

〇 民生委員さんが活動されており、安心して見守られいる気がします。また、自治会長がしっかりした活動をされて

おり防災訓練や神社公園の清掃にも役割分担ができている。 

〇 道作り、草刈り等頻繁にボランティアをしてくれる人がいる 

〇 神社の祭り、運動会（若者中心）盛大に行われている（現在はコロナで中止） 

〇 神社、仏閣の祭事の伝承 

〇 年に１回川祭り（地蔵祭り）を行っている 

〇 夏祭り、秋大祭へ大人も子どもも参加している 

〇 月１回の久礼田カフェ高齢者の方々が楽しみに待ってくれている（地区外からも参加） 

〇 地区民運動会、懇親会への参加協力 

〇 定期的に防災訓練を実施している 

〇 定期的に防災について会を開いている 

〇 神社、児童公園を３班に分けて毎月清掃している 

〇 環境美化運動への参加 

〇 緑が多いところ、静かなところ 

〇 部落の子どもが少ない為、近所の人達は見かけたら声をかけている 

〇 常会の中で子どもは少ないので、皆大切にしている 

〇 明るい声、挨拶により子供たちや大人がいつも笑顔で楽しい地域を目指している 

〇 月１回小学校で声かけ（あいさつ運動） 

〇 スクールバスの見守りと見送りをしている・自治会長が毎月、地区の広報作っている 

〇 年２回『りょうせきだより』が発行されている 

〇 自治会に加入していない家にも『りょうせきだより』配布 

〇 地域の方々が災害に合わないように日頃から”うえの広報”（自治会長発）で学んでいる 
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住んでよかったと思える 

笑顔あふれるみんなの久礼田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の皆さんが思う地域の課題 

〈つながり〉 
〇常会、地区組織に入っていない世帯があり、入っていても敬老会・運動会

などの地域行事に参加者が少ない 

〇近所づきあいが希薄になってきている 

〇告別式等に地域の人が参加していたが参加をすることがなくなった 

〇若い世代との連携不足。若い世代との日常的な対話や交流の場がない 

〇新しい人も入ってきているが、交流の機会がない 

〇昔の伝統を継承する機会の減少 

〇コロナにより祭りなどの伝統行事が中止になり、より絆がうすくなっている 

〇高齢でご近所付き合いが出来ないと言って抜ける世帯がある 

〇今は車社会なので、家の外へ出て歩く、話すことがない 

〈見守り〉 
〇一人暮らしの方の相談を聞く仕組みがない 

〇高齢者や一人暮らしの人に皆注意はしていると思うが、システムが必要だ

と思う 

〇一人暮らしの家が増えてきた 

〇一人暮らし高齢者に月に１回お弁当を届けている（その時に近況を伺う） 

〇コロナでお宅訪問もできない 

〇老々介護ならぬ老々見守りで限界を感じる 

〈防災〉 
〇近所同士の声かけが基本になる 

〇各班でもよいので、助け合いや安否確認が出来るようになるとよい 

〇コロナで交流（訓練）ができていない。地域の名簿作りもう一度最初から

したい 

〇自治会外の人の安否をどう確認するか 

〇自治会外の人も地域の人も変わりない対応が必要 

〇防災マップの作成の必要性 

〇山崩れや川津波の心配は少ないが防災マップや防犯を考える 

〇防災組織メンバーの高齢化 

〇委員は決めているが活動できていない 

〇可能な範囲での情報共有 

〇地区防災会は休止状態 

〈情報〉 
〇常会に入っていない世帯があり地域の情報が行き届かない 

〇常会に不参加の人が課題。村八分にならないようにしなければならない 

〇回覧板を回しても関心が低い、回るのが遅い 

〇広報も良く見やすくする、放送も良く聞きやすくする 

〇年々組数も少なくなりつつあるも互いに助けあって情報交換に 

つとめていきたい 

〈担い手〉 
〇役員や責任者または各組織の長のなり手がおらず困っている 

〇定年が伸び、担い手が少ない 

〇地域は高齢者が多く担い手不足 

〇担い手の高齢化、特定化 

〇３０年後に活動できる人材の育成 

〇特に若い人は地域行事への参加が少ない 

〇熊野神社の夏祭りには保存会があり、若い人が参加するがコロナで 

２年中止となってしまっている 

〈その他〉 
〇近くで皆が集まるような広場があればあればと思う 

〇若い人が少なく結婚しない人が増えている 

〇土地の管理が難しくなりつつある。空き家が増えた 

〇土地の売買が多くなっている 
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５年後に向けてみんなではじめよう！ 

久礼田地区住民一人ひとりができること・地域でできること 

☆一人ひとりができること  〇地域でできること 

☆お互いに声をかけあう 

☆地域活動に参加、参画をする 

☆隣近所を誘い出す 

〇地域活動の継続 

→久礼田カフェ・・・みんなが参加できる工夫を検討していく 

→地区民運動会・懇親会・・・状況をみて再開に向けて動いていく 

〇小学校との交流の継続 

→クラブ活動等での指導・・・家庭科クラブでのカゴバック作りや卓球教室等 

☆家族内でもいざという時に対して普段から話し合っておく 

☆普段からのつながりをつくる・顔見知りの関係づくりをする 

→久礼田カフェなどの地域の集いに誘う 

※特に自治会に加入していない高齢者は外出をあまりしないため積極的に声をかける 

〇防災訓練と合わせたイベントの企画をする 

→子どもたちや親子で参加したいと思えるものを検討し多くの住民に参加してもらう 
５ 

☆一人ひとりができること  〇地域でできること 

子どもから高齢者までみんなで交流し絆を深めることができる地域づくり 

災害が起きても住民みんなで支え合うことができる地域づくり 

〇久礼田地区の今ある地域活動が継続していけるように必要に応じて支援します。 

〇久礼田地区の各地域の状況を把握し、住民同士がつながり合えるよう一緒に考えます。 

〇久礼田地区社会福祉協議会と連携して年に１回座談会を行い、久礼田地区の地域福祉の推進に努めます。 

 
６ 

久礼田地区の伝統を次世代につなげていくことができる地域づくり 

南国市社会福祉協議会の取り組み 

☆久礼田地区住民が各々意識してゴミ出しなどのちょっとした時にも「最近どう？」と 

声かけを行ったり、おしゃべりをしたりする 

日々の暮らしの安心につながる 

その輪が広がり住民みんなの見守りにつながる 

〇子どもたちへあいさつ運動などを行いお互いにあいさつができる地区にする 

顔の分かる関係づくりにつながる 

〇高齢者へのお弁当の配食を継続する 

☆一人ひとりができること  〇地域でできること 

☆一人ひとりができること  〇地域でできること 

効 果 

効 果 

効 果 

久礼田地区住民がお互いに顔見知りになって、地域にある様々な活動に

声をかけやすくなる 

こうなったらいいな  

そのための一歩  

☆回覧板以外でも地域行事の際には声かけをする 

☆住民一人ひとりが地区民運動会などの地域行事に積極的に参加をする 

子どもや高齢者をみんなで見守りあんしんできる地域づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この計画は、久礼田地区社会福祉協議会の役員を中心に、話し合い（座談会）のもと作成しました。 

【事前アンケート配布集計】令和３年６月２９日（火）～７月２７日（火） 

【第１回座談会】令和３年１１月 18日（木）  

【第２回座談会】令和３年 12月 9日（木） 

【計 画 策 定】令和４年 1  月 4日 

 

【策定メンバー】小川 正憲・北村 よしえ・坂本 正子・澤村 豊・畠山 文香・比江森 浩二・藤尾 幸恵 

藤原 敬子・前川 百合子・前田 道子・柳瀬 小枝子・山﨑 眞理・吉川 冨美枝 

（５０音順 敬称略） 


